
141.昭和60年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その4

42.弥生時代中期の周溝墓群
志望'市下物地先烏丸崎遺跡

烏丸時治幼;1立、例年度の側司慢で方形周滅書長群や玉造

工房とされる犠穴住居が~凡されるなどして、 mi胡に

突出したとドぬよにも巡:幼:の広がることがわかってきた。

本年度l立、 4刊誌のつけ般を南北に徽断する秋の)11に沿

って制後を行った.

本年度の制査では 、 ~:l'E区会体に平安I時代末から鎌

倉時代頃と弥生時代のよ下2時j聞のill桃而tJ'fIl認され
た。上簡では、耕作勝と考えられる小務群が検出され

たのみであるが、下前では11基以上の方形問機墓や土

績や講などが検出された.

方形I'.'Jh陣必勝は、たがいに鴻を共有したり 、先行す

る方形周鴻alの溝や.tJil主の一線を削って作られている
L めが多い.また、周構内に I!供再来土~がほとんど認

められず、今回調悲したJ;形周鴻墓の一つの特徴とし

てとらえられよう.わずかに出土した弥生土器は、墳

丘上から地内に税下したと忠われる出土状況を示して

いる。このよ骨量の11寺j切は、弥生時代中期前半である。

方形局総選がつくられる以前に、弥生時代前期の遺

跡、が営まれていたようで、 Jï形!忍 r;tr~'f，の挑内などから

その時刻1のご仁詩*1.iCI:IJ止するほか、土機などが検出され
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た。弥生時代前期の土器は、古い機相をとどめた第 I

様式中段階のものである.

今回の鈎査地点の性格は、弥生集認のもつ基本生活

領域としての様相li鴻〈、機能空間として、それも墓

地専用に利用さ れていたものであろう。

(側滋賀県文化財保鍛協会 旅成保明)(防角和夫)

43.縄支持代後期の遺物包含層・弥生時代中期の

溝など検出 掌添市$都中町地先志郷湖底遺跡

今回の罰~j長li 、 i湖岸泌包:ml周 i泣~~志J){I:Iじその 2工区

の試搬調査である。だが、止i引1NJili通門、 l菊iHh'o¥Jl浮浪、
北側i却j熔堤及ぴ堤脚水路より、縄文時代後Jl11の造物包
含層、弥生時代中JIJ)め精一糸、判明時代後期1-白鳳時

代の議などを検出したために、引き続いて樋門部分と

南側i市j熔庭部について、発娼調査を行った.

この結果、値門部分とこれに後絞する南側湖岸礎部

分から、湖岸に沿って、幅約20m-30mで南北に延び

る僻状の進物包含層(縄文時代後期)を倹出した.こ

こからは、中法式・ ~t白川上層式などの土器が出土し

た.さらに、掘之内日式といった関東系の文様をもっ

土器も多数見られた.

北側湖岸礎部でli、縄文時代目免IUIの土総が検出され、

同期の包含層V存夜するのではないかと考えられてい

る.北1理IJJ;'l胸水路部分て'は、弥生時代中期と古墳時代

後期から白l駄目寺代の榔がそれぞれ一条ずつ検出された。

弥生時代中W!の構には、第III機式の半昔話も少昂浪人し

ているが、第 Nl様式にk~する土署告が大半を しめて いる。

古mu寺代後JUlから内1u¥U幸代の協からは、七附総・ 5瓜EU:
穏などの他に、li線、瓦、木製鋤、凶下駄などが出土

した。さ らに、 i祭主主りの総前愉もlIi土した。 北側提胸

水路の東側断而には、 4後イfをもっ泌物の柱穴らしい子高

ち込みを確認しており、 |後J1I1J の水聞によ~沼跡があるの
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ではない台、と25・えられちさら

に瓦も出土していることより、

かなリ大きな規模の往物があ

ったのではないカ、と考えられ

る.北側湖ttf堤及び.lJtW水路
部分t士、まだ未~fiilの部分が

あリ、今後にi'.Il簡を践した調

査であった. (側滋賀県文化

!刑法必協会奈良俊哉)



44.区画溝を持つ奈良時代の集落跡
草津市東矢倉 矢倉ロ遺跡

本逃跡については、既に京滋パイバス述設の事前に

発掘調査が行われ、計39線にのぼる繍立柱建物跡の他

多数の巡・構と木沓をはじめとする多彩な逃物が発見さ

れており、東山道・東海道に近接した奈良時代~平安

時代前期の集落跡として注目すべきものがあった。

このたび、京滋バイパスに西隣した、本遺跡南西部

にあたる土地における宅地造成の事前に発掘調査を笑

施したところ、据立柱建物跡、12棟、井戸跡;3 ~去、土割高、

総跡等多数のi立総を発見した。建物跡には 2問X2問

の念4糠と 3問X5間-2問X21自jの家屋8棟が認め

られ、建物納、出土逃物から推定rれば、京滋パイバ
ス法織内の各建物刻、同様、奈良H寺代中築~平安il寺代前

期にかけて存在した一巡の建物詩であり、その建造は

最低三期にわたるものと考えられる。ただし、今回発

見の建物跡、の中には床節秘60m'を越える大型家屋2棟

が存するとともに倉もやや大型化するものが総められ

るなど、本逃跡の中心的建物群である可能性が高いと

思われる。

さて、今回の調査における最大の成来は、以上の建

物群の衛jl1と四辺を11.良る総跡SD 1 で、 本構 l;t~建物

跡の方位と|司じ器輸を有し、構内i立物も建物f，!fの建造

さ札たl侍1割!と大差のない時代のものである。したがっ

て本総は、当官京地区の各怨物湖、と?をは姿な関述を持つ逃

織と5)j・えられる。さらに本tftは、京滋バイパス法線i村

で発見された 3粂の泌跡に辿統し、方一町の規桜を有

す区図様て酬ある可能性が尚〈、 矢倉口述I跡南部のー聞

に配置されたf成立住建物1作を悶悶する溝渠と考えられ、

板めて重姿なj立総と忠われる。 flg和6111'.皮には引続き、

今回調弦地の北側を翻抗する予定であり、その結果次

第で一挙に本長、16の特典な性絡がi手びあがるであろう 。
(蔀津市教育委員会別所健二)

透視軍会景(夏期調査区)

45.平安時代後期から鎌倉時代の集落跡検出
草津市矢倉南平遺跡

隼津川代替住宅団地造成に先立ち昭和59年度から 2

か年にわたり、約 4，100m'の調査を笑施した。うち昭

和60年度は調査区の南側 2，000m'の調査を実地し、綴!

立柱建物跡12{束、 榔列 4 条 、 井戸湖、 2~、 議跡14条、

道状迂1*持l畿の他、多数の柱穴、土繍を検出した。
t際立柱建物跡はほぼ方位により 3群に分類され、I

群は N-30~E 、 Il群は N -20'-E 、倒群は N - 7~

Eを測る。 I務、 II若手については造物が希少であるた

め明確な時期は限定し縫いが、 f也の識変区の|羽;I長から

奈良時代末期から平安時代前半に当たると恩われる。

m鮮については、出土造物から12世紀後半から13也・紀
前半と考えられる。

また、多数検出され

た位穴のうち 7世紀代

の須怒号車を出土するもや，".; 

が十佐察される。

井戸跡2lJ5のうちS 遺構検出状況

E011;t、出土逃物から13世紀中頃から後楽に廃絶した

ものと考えられ、 m~.詳の建物群に付随すると考えられ、

遺物は、中層からわりあいまとまって出土している。

特に出土した然色土昔話には、体調iおよび底部に rぬJ

「めJ等のひらがなと，忠われる怨誌のあるむのが数

点出土している。また、黒色土号泣とl半なうて瓦然、土
問i然、 z奈務が出土してお 1)、中i!tの土総様相を安nるft
mな資料である。

(2草津市教育委只会谷口 智:樹)

46.周濠に陸橋部を有する前期古墳
草津市追分追分古境

追分古墳は、 2草津市追分町の!Rtよ事11社境内に所衣す
る古墳で、大正15年に償.15:中央部より粘土綜I1の主体部

が検出され、鏡、刀剣j、斧頭、錦鍬、欽鍬寄手が出土し

た。これらの特徴より、当古績は、4世紀末の草津市

最古の古績とされた。

当古墳の.trt丘 l;t、後世の I~日発により削平を受けてい

るため、墳形、規模について不明な点が多〈、現在は

問j診の墳丘が残存するのみであるが、付近の等高線が

北西方向に ~l~ り出すことから、北もしくは西側に前方

都を持つ前方後円境であった可能性が考えられて来た。

昭和57年に撹丘北図書sにおいて倒入信ー宅建築が計図
されたため、発掘調査を実地したとこみ、 Ili混4.2-7.0

m、2耳障さ80仰の円形に巡る周波が検出され、北または

商側にilij方都の存注する可能性はなくなった。きらに
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戸粋を持つ。掘り方{叫央〈、

底部付近では井戸枠径と大

差ない。井戸粋径は、底部

でl.lm、i*さは4.2mをiJliJ

る。

造物lま、全般的に9世紀

代の須態様、土r.l~*告が多〈、

その他、 SE-2の井戸枠

内、裂込め内を中心に、鍋

追分古墳周濠と陵橋 掘立柱建物と井戸 鈴製、坂↑i羽口、柑楠の破片

墳丘i!llJ髭の結果、墳丘の南-t将来側にも周擦の痕跡が 多数、また、井戸枠内より鉄j:lll点が出土した。これ

認められ、約丘径38m、残存高 3.3mの円墳であると

ほぼ硲定できた。

そして今回、鳩丘南西側IJにおいて底魚Ii建築が計砲さ

れたため、昭和60年 7月に発線調査を笑施したと二ろ 、

$fii 3.3m以上、深さ70cmの周涼を検出し、当古墳が円

墳である ζ とをさらに裂イ寸けた。また、今回の調査で午、

幅約3mのi陸橋部が存不Eすることが硲認され、前期古
墳としては、会図的lこも極めて希少な発見例となった。

なお、造物としては、周波内の.tft丘官!uより 円筒地輸

片が多数出土したが、当古墳の築逃年代と考えられる

4世紀末のものは少なく、大半は5・tl1:紀代のものであ

るために、当初の埴輪列が少なく 、後に追加されたか、

当初の埴輪列。〉修復のため差し慾えが行われたか、ど

ちらかの可能性が考えられる。

(主主総市教育委員会藤底 的l)

47.井戸掘方より 9世紀以前の鍋鋳型出土
草津市東矢倉 矢倉ロ遺跡

矢倉ロ泣跡i主、京滋バイパス建設に{半う調査により、

古杭11寺代前期から鎖骨念I時代に至る大集落が確認さ札た

遺跡である。

昭和60~三 9 月に京滋パイバス東側IJ の当巡航、推定車包囲

の北東端付近において医院建設が計砲されたため、本

I摘発搬調盗を笑施したところ、奈良時代~平安i時代の

郷S，L校建物跡2flli、井戸跡2桜、土却時等が検出された。
郷立4主主E物湖、は、一方が2問x21湖、もう一方が2
間X2間以上の規絞を持ち、ともに総柱で、念l蟻と考

えられる。他にも柱穴が多く検出されたが、調:l'E区が

狭小なため、建物としてまとまるものは少なかった。

ヂ!こ戸跡は、言問査区東11!1Jで検出された SE-lと、西

側lで検出されたSE-2がある。 SE-lは、深さ3.6

m で井戸H~が残存しないが、後が中央部付近で 2.3m

と大きく 、経土l勾より板材が出土していることから、

本来井戸枠が存在し、廃絶H寺に抜き取ら札たとf体制lさ

れる。

SE-2は、検出面での径が 2.2加と小さく 、丸木

材を号Ij.l)1'1き、分制した;M~材を何枚も組み合わせた井

らの出土によリ 、当遺跡で鍛冶が行われていたことが

推測される。なお、鍋鋳型の出土例l主、全国的にも依

少で、かつ、当鋳型の使用時期が、井戸の構築時刻jの

9也・紀以前に遡ると考えられることから、緩めて髭婆

な資料と雪える。(事津市教育委長会藤唐朗)

48. 6世紀前半の掘立柱建物群
草津市中畑遺跡

中畑追跡1;1:、東商方向へ発途する段丘端部に立地し、

周辺には矢倉古.tJU洋(古桜時代後期)及び、南平巡跡、

大塚治跡、谷遺跡等の古駐日寺代-j5:i止にかけての集落
跡が集中して存在している。

今回の調査は、蕊津川改修工務関連の草津用水用水

管移設工郁にi~~ う事前調主主として笑秘された。

調査の結果、弥生時代前期~室町時代にかけての集

落跡であることが4司l明した。特に事津市城において検

出例の少ない盟主穴住居の発見及ぴ、古.tJ~1時代の郷立柱

建物静の発見は、注目すべきものである。以下、竪穴

住居と搬立柱建物併について述べることとする。

駁穴住隠{ま3線検出されており 、いずれも後tJtの削

平を受:Itている。このうち比較的残リのよい住居内か

らは、 5世紀後半の須悲苦手をwう多量;のi立物が出土し
ており、他のEE穴住居も大槻この時期lであると考えら
れる。鍛立柱建物群I:J:、区西端と思われるが容の北側に

位認し、 4組立校建物4杉R(内 1~東は ft跡)が、広場的

J 平

主要遺構配置図(部分)
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~t昔H也をとり倒む織に配置Eされている。柱穴内の遺物

及び、建物に近検した土線内の遺物より当該擁立柱建

物群の時Jlllli、合成時代後JUJ(6世紀前半)と推測さ
れ、援穴住居から婦立主主総物へと移行する瞬間の遺跡

として、また矢倉吉検事宇を考えていく上でも非常に意

味のある遺跡といえる.

{l，'íj:l~市教ff委員会小宮盆幸)

49.草津川関連遺跡(御倉・北董地区)の調査
草津市御倉地先 .湯川政修関連遺跡・北萱遺跡

本j立跡{卓、 1江i附I御倉地先に所4主する。市内を西に

向かつて流ILる北川の下流、主要地}j道彦被近江八幡

大津線(通称浜f.ij迫)の西に設定されたトレンチから、

inJ川跡主事の逃械と多1itの泌物が出寸二した. トレンチは

3か舟rlこ百貨け、凶からBII・B111 . B IVとした。
BJ1トレンチはが:J 1，700rげの広さをもち、約3m掘

り下げられた。 明石復なiKl:~iY/. li発見されなかったが、縄

文早期~中世のiiJ'物包含J習が猟i認された。遺物iま、上

記範囲内の会時JUJ'ζついて見られるが、古邸時代中期

( 5世紀代)の泌物がその中心を占める。遺物の内訳

は、土器以外ではお鍬や勾玉 .11玉等の玉類、 4弟子 -
E並杵・ 1手の水~lTi、土銭である。

BI1lトレンチは約加Om'の南北に長いトレンチで、

地是正よリ約 2.5-3 m下がった聞に中世と 5世紀の河

川i跡{自然流路)が検出された.中世河川は縞色砂に

夜われており、砂M中よ 9多量のよ総額が完形品を多
〈含んで出土している. 5世紀の河川は暗縄色給土層

中に土緩や多量tの木総額が包含されていた.
BIVトレンチ11、約 2.∞Om'の凶i績を現在調査中で
ある.地表より約1.5-2 m似り下げたとニろに中世

の包含!替が存(fし. 1二師総 ・1(.総 ・熟色土君事等の鎌倉

-国=駕寓禽2

E 時代を下限とする

土総類と板熔婆 ・

こけら終 ・下駄 -

i奈腕毒事が出土した.

その包含月雪の下に

大小2つの河川|跡

(自然流路)が碓

総されている。 小

河川"ま偽色砂、大

河川lHi1補色粘土

== J lJJで縦われ、小河川

。 5_
しム I ! ， I 

板塔婆

が新しいことから

BIIIトレンチの河

川と関連があると

.¥!!.われる.

BlII.BNで確

隠された河川勝は、

真績を流れている北川の当時のÌÃt~であろうと a思われ 、

そのよ流銭{こ5世紀頃のJlH容が存在する可能性が考え

られる。

(制滋賀県文化財保筏協会三宅弘)

50.琵琶湖の水位変動を知る貴重な湖底遺跡
守山市赤野弁地先 赤野弁湾遺跡

調査は60年 5月から11月まで、認琶湖総会開発にi辛

う天神111水門工事のi).i.niJ澗炎として行bれた..ii'l:跡l孟
J烏)L半烏から法廷川河口減までの広大な湖~l辺i跡で、

これまでに縄文時代早期からのiu物が出土している。

今幽の調査は天制I川水門工区地区で、 i制i若から50m

沖合 l二鋼矢板で締切った90Xtlom のilíë問を~l届調査し、

.iit憾の検出を行った.

調司祭.の結果、弥生時代後WJG7)榊と、 SJi1Uq.代初頭の

足跡獄、古Jff時代後J則の泌のほか多数の木保や土総が
出土した。

弥生時代のiMo1立 、 i~革W 82.70mではぽ術流し、幅約

6m、深さ 0.5-1mで午、土日告のほか、武官器形木製品、

石庖了形木製品、}'j-没収なども出土した。足跡点下は粘

質土を含み込んだ上而に砂が流入したため保存されて

おり、足跡砕を区画する小波紋の説[i告と時畔状の高ま

。が検出された.水悶防:かと思われる.i5境時代の溌

{ま北西から南*に流tl、悩約 9rnて所々に杭初jが検出
され、多数の土iiiFや、鉄総などむ出ょした.

特筆すべき逃物には約80枚の平瓦と丸瓦鮮がある。

華干瓦は一点も含まれないが、いずれも完製品に近〈、

未使用か再利用の瓦と忠われる.凸爾11絡子たたきを

なで消し、凶雌Iま:m回線を待つ.完司'~1が多いため良

好な資料である.湖民追跡のため*製品が農具、祭舵

具、建築部材など弥生時代からi行川時代にかけて多磁

多様に出土している。

本遺跡は王子均水位一1.O-1.Smで協や水問状逃椛、

瓦若手が検出されたことから、琵琶湖の水位変動を知る

党箆な遺跡であり 、 古代め赤~J' 11".ìi"Jの総栄を般祭でき

る盤袈な地域である。

(制滋tz県文化財{制使協会演 修)

友出土状況

一-4 ーー



51 中世の一大集落跡 | 

守山市機江 横江遺跡|

昭和58年度より実施してきた県住宅供給公社の宅地

開発に伴う発掘調査もいよいよ 3年目を終えようとし

ている.本年度は 1，200m'について潟査を笑施したが、

ここでは第13調査区(翻査面積約 2.5οOm')について

その概要を報告したい。

本調査区からは昭和58・59年度の言問*ーで検出された

中也ーの構で区西部された集落の続きが検出でいきた。区

間地(屋敷地)は新たに 2区画が加わり、現在8区画

の屋敷の内谷が明らかになっている。区闘の規模は大

きなもので40mX45問、 ノj、さなもので13mX17mあり 、

それぞれに 2-5棟以上の建物と井戸を有する。建物

の規絞には大ノj、が有り、それぞれ主屋や小屋空宇の伎絡

が考えられる。また、今回の調査では炉、あるいはカ

マドと考えられる巡織が検出できた。これは90cmX80

cmの範間内に総土塊と炭化物がほぼ円形に検出され、

一部には焼けた鐙がたち上がるというものである。こ

の近くの淋からは土製のi筒が1個体出土しており、こ

こでの煮沸を述想させる。

出土i立物は、区画百年などから大量の土附iノj、肌や黒色

土器量椀を中心、に、土製の術 ・釜 ・常滑 ・信楽 ・東矯系

の陶総 ・育 ・白磁の椀や凪1・十号石製石鍋・紅1Ul. i奈i得

椀 ・験入銭など笠E誌である。

(守山市教育委貝会宮下隆夫)

52 中世一集落跡 | 

守山市横江 横江遺跡|

県住宅供給公社の宅地造成のための事前翻査として、

滋賀県教育委員会と守山市教育委員会によって調査さ

れている横江遺跡も今年度で3年目をむかえている。

今年度は~1l -13~1t区(12 ， 000111' )の調査を行っ た。

第11鯛査区では古機11寺代前期の掘立柱建物跡、方形

周 Ulj.~快逃総が検出され、後者からは古式土問i慌が総中

第12調査区

F 
d 

第13調査区

より一括で検出された。さらに幅約3m、深さ約1m 

の織に閉まれた28mX38mの13世紀末-14世紀初めの

屋敷跡が検出され、建物が3線、井戸がl恭検出され

た。またこの区画溌からは、多量の土師皿、黒色土総

椀を中心、に、袋、鍋、こね鉢、?お;治焼談、背磁椀 ・白

磁椀、青磁合子、漆務小UlL等の立E蓄な採種がセットで

検出された。

第12調査区では、 6世紀後半の織より須恵総や土師

号告と共に耳環、 t自f石製紡飯事、治石原石、玉屋5砥石が
出土し、右製品をよ長16内で製作していた様子がうかが
える。また中'I!tでは13世紀前半の搬立柱式建物跡、土

割高義が倹出された。中でも臓約2m、移民さ3O-50cmの

織に区画された25mX25mの屋敷跡では、建物が4棟

と広場と考えられる笠間1が見っかり、 一車干の屋敷の鱗

成を具体的につかみとることが出来た。その他に1'3世

紀前半期の建物跡が、 11械確認できた。また土郷喜善か

らは、北向きの辺に白磁椀が2つふせた状態で見っか

り他に土附肌がlつ見つかった。以上、各調査区の主

な昔s分だけ紹介したが、調査も 3年目となり横江遺跡

における中世総務の資料も蓄積され、あと 1年の調査

を含めて康史的3平価、位置宣伝j-けを行っていくことが談
題とむる。(側滋賀県文化財保謎協会森絡也)

53.弥生時代~古墳時代前期の方形周溝墓・土塙群
守山市守山 吉身商遺跡

本調査は、県立成人病センタ ー内に却設される小児

保健医療センター敷地内の事前調設で、約 8，500rrずに

ついて潟盗したところ 、 方形周機器 9~在、ゴ:機 9~彦、

河岸幼;2条、井戸跡、6:l.%、ピット1洋を検出した。方形周

溝墓は一辺約20-25mのプランをもつものが2法、|司

じく10111前後のものが4基検出され、前者がり字状、

後者がV!'f[.状の周fllfillfr市iの形状を示す。以上の周溝纂

からは多i立の後期i弥生土綜・古式土師i援を検出し、そ

のうち l ~は後期弥生土若手のみを含む構 1 条を切り込

む。 土鳩は 9~誕のうち、 2~走を |徐いてすべてが 3 m以

内の小判形のプランを呈し、出土地物{ま稀少なものの、



たが、この集古落5が少な〈とも1η7i也且
lは孟著し 〈縮少することを考考-え合わせれlぱま、近世社会'・

の転換期の様相をうかがい知るうえでの武:!I!な資料と

なろう。(側滋賀県文化財保護協会伊庭功)

55.横尾山古墳群の概要
大津市瀬田橋本

方
形
周
潜
纂
群

機尾山i5:噴理学は大津市瀬回続本町にあり 、瀬回111へ
向かつて東から西へのびる丘陵の商事:聞に分布している。

今回の調査は京滋バイパス工事にともなう事前務査

であり、そよで検出された古墳は28~妻、 その他テラス

状の掘')込みや持軍等が検出されている。また、古境の

比定される年代は 7世紀中頃を中心とする数十年間で

あろうとヨ替えているが、造物の中には8世紀のものや

10世紀のものも含まれている。

事差形においては、円墳方墳の他、 主体苦rsの上に三日

月状の小織を掘りその土を盛っただけのものや、織を

ともなわないもの等がある。

主体吾rsにおいては、長さ ・4患で 1mをこえる巨石を
用いた横口式石i悔や理事石を積んだ片納式の小石室(;/e

-右がある)、木炭仰があり、また土;腕に木総務をした

ものやそのまま車事~したもの等がある。さらに主体部

の掘り方がきわめてしっかりした四角形を笠し小際を

敷きながら、石村ゃillが検出きれないことから、組合

せ式の木Eさではないかと惟定できるものもある。

絡においては、大部分が*1悩あるいはまったくの直
務であろうと考えられるが、須慈質と土師f遣の絢総も
出土している。

以上の様に、被尾山首騎群はきわめて多様な袈索を

含んで織成されていると共に、7i.!UE"P頃の政治状況
における瀬回地放の持つ膝史的意義とその後の展開を

考える!峰、また横尾山の木炭繍l墳が8世紀の太安万俗

芸等の先行形態である可能性もある こ と等々から 、~黄

尾山古;償鮮は、地域史上においても古代国家成立史上

においても 、きわめて重要な完主義を有するものである。

(嗣滋賀県文化財・保滋協会 造油. 笠)

横尾山遺跡

詳F
j周溝墓群に1*いあるいはやや後続する土波書学と考えら

れる。井戸跡は Hまのみが、縦木枠を遺存していた。
(胸滋賀県文化財保税協会岩間倍率)

54.室町時代後半の集落の調査
彦波市妙楽寺遺跡

l号墳石室大海周辺の遺構務

-6-

妙楽王子i盆~，立、~桜市南部にあ る孤立丘陵 ・ 荒神山

の東車道に位鐙する遺跡である。現症の繍}IIと字曽川に

挟ま札た畑地には「古屋敷」という字名が残っている

が、 「j多4良市史」ではこの地造、荒神山の北尾根にあ

る日夏織の城下町の遺跡として紹介している。今回、

字曽川め河川改修に伴ってw.B!i:を行づたのは、この「
古屋敷J と呼ばれている地区である。

調査の結果、室町H寺代後半を中心とする集落跡が検

出された。検出きれた巡織は、務 ・ピット・土1腕・土
皐.i留め析を始めとする石緩み滋構などである。残念

ながら、この時期の建物跡は検出できなかったが、議

.土星 ・石flJなどから屋敷制りがある程度までうかが

えた。

大講を流れる水を利用するために、大器専の局部に途

'Hすけられた石組み遺絡が 2~ま検出された。さらにそ

れらを分け隔てるように、犬構に直交する方向の織が

級制されている。これらの遺構群より 、間口17.5m・

奥行12.5mの屋敷地が推定された。また、他の泌 ・土

塁 ・右折!の!日l隔についても問機の数字があてはまるも
のが多し、。

出土造物は、 16世紀前半頃に位遺づけられる陶然・

土師総を中心に磁

務・瓦質土絡のほ

か、木*f・金属若草

.右i~品なども若

干出土している。

陶絡は{君主誌と美濃

.瀬戸の製品がほ

とんどて'ある。

以上めように、

当綱交によって箆

slTI時代後半の集裕
の一端がうかがえ


